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　　　＝平成２５年度以降の交通災害共済加入方式の変更について（案内）＝
　
　長年市民の皆様に広く加入いただいておりました、１人年額５００円の交通災害共済加入
は、平成２５年度より「全労済」が取扱を行う１人年額６５０円の「市民交通災害共済」へ
移行すること になります。
　3月15日までの申告期間に加入更新の受付を行いますのでよろしくお願いします。

■新制度の概要
・道路歩行中の不慮の事故等にも見舞金が支給されます。
・掛金が５口（６５０円）一組で１０口、１５口・・と５口単位で、最大３０口まで幅広く掛金
の設定ができます。
・治療実日数が長いほど、見舞金が多く支給されますが、逆に治療実日数が短い場合は
見舞金が減ります。

事例１：事故で７日入院し、３日通院したケース（５口、掛金６５０円）
見舞金　以前の制度　⇒　２万円　　　　新制度　⇒　６千５百円の見舞金

事例２：事故で３０日入院し、１０日通院したケース（２０口、掛金２，６００円）
 ただし、現行制度の掛金は５００円です。
見舞金　以前の制度　⇒　３万円　　　新制度　⇒　１３万２千円の見舞金

・新制度の加入には初年度のみ出資金（１００円）が必要となります。
・見舞金の請求に関しては、直接「全労災」が窓口になります。
・加入期間は年度途中に加入しても、1年間となります。
・現在新制度に加入されている方は更新の資料が全労災より送付されていますので、窓
口にお越しの際に持ってきてください。

　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先：須木庁舎地域振興課　４８－３１３０

小林バスクラブ（KBC）は、２０１３年から宮崎県野尻湖・小野湖においてバスフィッシングトー
ナメントを開催します。
また、KBCは、バスフィッシングをこよなく愛する地元との有志で立ち上げたクラブで一般的な
ルールを守れる方ならどなたでも参加できます。

☆KBCのトーナメント出場ルール
○出場資格
１ 参加した仲間と協力した大会運営に努め、ルール、マナーを守れる者
２ 当日会場にて、参加費の２，５００円を支払受付をした者
○競技規定
１ ボートからのルアーフィッシングに限る。
２ 帽子、ライフジャケットは必ず着用する。
○その他
１ トーナメントに参加される方が、未成年者（特に中学生、高校生）の場合、必ず保護者の承諾
を受けて参加して下さい。
２ トーナメント中における事故・トラブル等は、各個人の責任となりますので、保険や鑑札等の
事前準備をお願いします。小林バスクラブでは、それらの責任を負えませんのでご了承のうえ、
ご参加ください。
３ 大会中、目に余る行為を犯した場合、次回以降の参加はご遠慮いただきます。
４ 大会当日は、スタート時間３０分前までにはボートを下ろし準備を済ませてください。
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（川添利秋・タケコ夫妻） （川添隆・千鳥子夫妻） （江口國雄・ナツ子夫妻）

（神田正文・順子夫妻）（岩崎喜次・久子夫妻）

（古殿俊彦・千惠子夫妻）（今村秋利・政子夫妻）
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第5区
陸上競技場～ 山麓線入口～ 山口水道前～ 市民体育館前～ 水流迫公民館前～
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茶磨川橋
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今村　星那 山中　智郎 吉薗　栞 古澤　智 黒木　歩

第10区
茶間川橋～ 東方里岡石油前～ 向江馬場バス停～ 永久津交差点先～ 種子田水泳場先～
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吉谷工業手前
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吉谷工業手前～ 西小林出張所前～ 第11部消防詰所前～ 梅の天神前～
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